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  ＜あらまし＞ 日本救急医学会 ICLS（Immediate Cardiac Life Support）コースは医療従事者に必須

の心肺蘇生法講習会である．筆者らはこれまで，本コース指導者養成のために，インストラクショナ

ルデザイン理論の一つであるガニェ９教授事象と ibstpi®インストラクターコンピテンシー標準を活

用して，自ら判断できる観察可能な行動を示した 25 項目からなるチェックリストを開発した．本研究

では，ICLS 指導者にこのチェックリストを用いて自己評価を行ってもらい，その評価値にどのような

変化が現れるかを調査した．調査の結果，自己評価の合計点数の平均値は初回よりも二回目の方が有

意に高かった．ICLS 指導者が本チェックリストを用いて目標の達成を自ら判断することで，指導力が

向上する可能性が示された．  
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１．はじめに 

医療従事者にとって必須の心肺蘇生法習得の

ために，日本救急医学会が構築した講習会が

ICLS コースである．指導者養成は喫緊の課題で

あるが，これまで，何ができるようになればよい

か，という明確な学習目標は示されていなかった．

このため筆者らは，インストラクショナルデザイ

ン（ID）と ibstpi®インストラクターコンピテン

シー標準（IC）を活用して，指導者が自ら目標達

成を判断でき，コース中の指導現場で観察が容易

かつ短時間で評価できるチェックリストを開発

し，報告した[1]．そこで本研究では，指導者が

このチェックリストを用いて，自分の指導内容を

複数回評価することでどのような変化が現れた

か，その変化はどの項目において現れるのか，に

について検討を行った．  

２．チェックリストの概要 

ガニェ９教授事象は，教育工学に明るくない医

療従事者にとり，指導に必要な構成要素・手順を

学べる ID 理論である．また，IC は教育学の国際

的メンバーからなる ibstpi®が提唱したインスト

ラクター能力である．両者を兼ね備えた指導者を

目指して，ID[2]，IC[3]，ICLS 指導者養成ワー

クショップ教本[4]から 46 項目を抽出，形成的評

価を経て，９教授事象を使うタイミングを意識し

た 25 項目のチェックリストをまとめた（表１）． 

３．評価研究 

3.1. 対象  

評価対象者は，徳島県の一施設（2014 年４月

～2015 年７月）と鹿児島県の一施設（2013 年

12 月～2020 年 11 月）で開催されたコース・事

前練習会・ワークショップに参加した ICLS 指導

者．チェックリストの記入は，任意であり拒否に

よる不利益はないこと，氏名・経験等の個人情報

に関する欄は必須ではないことを事前に伝えた． 

3.2. 方法 
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表１ 25 項目のチェックリスト 

ICLS 指導者は，コース・事前練習会・ワーク

ショップのいずれにおいても，受講生（役）を指

導した時の振る舞いについて，コース中・終了後

にチェックリストの各項目について，自分がどの

程度できているかを 5「大いにそう思う」から 1

「全くそう思わない」までの 5 段階で記入した．  

3.3. 分析方法 

項目分析は，天井効果・床効果・G-P 分析・I-T

相関により行った．妥当性の検討は，項目を抽出

した ID・ICの資料内容と専門家評価により行い，

信頼性の検討には，クロンバックα係数を算出し

た．チェックリストの回答について，記述統計量

（平均，標準偏差，範囲，度数）を算出し，評価

値の比較はウィルコクソンの符号付順位検定で

行った．有意水準はすべて 5％未満とした．統計

解析用ソフトは EZR（Version 1.53）を用いた． 

４．結果 

4.1. 対象 

期間内に行われた講習会（コース 21 回，練習

会 12 回，ワークショップ１回）に参加した指導

者は 273 名であった．基本的に指導者は地域貢

献・自己研鑽のため複数回参加することが多い． 

表２ 評価値総得点の基本統計量，N＝40 

このため，チェックリストで自己評価を行い氏名

まで記入して提出された 85 名の結果にて項目分

析を行った．このうち，2 回以上の参加・自己評

価が得られた 40 名を対象として，初回と二回目

の評価値を比較した．  

4.2. 項目分析 

天井効果や床効果を示す項目はなく，G-P 分析

では全項目が弁別力を有し（r>0.52,p<.001），I-T

相関では全項目が総得点と適切に対応していた

（0.48≦r≦0.75, p<.001）． 全体のクロンバック

α係数は 0.96 であり内的整合性は保たれていた．

抽出資料・専門家評価より妥当性ありと判断した． 

4.3. 初回と二回目の比較（表２） 

複数回自己評価を行った指導者の総得点を比

較すると，初回と比べ二回目において有意に高い

評価がなされていた（r=-.45,p=.004）．項目ごと

の比較で見ると 2，4，8，9，14，16，19，21，

22 において有意な改善が認められた． 

４．考察 

本チェックリストを用いることで，ICLS 指導

者は目標の達成度を自ら判断することができ，そ

の指導力向上に有効な可能性が示された． 
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